
（Ｈ18.3.31現在　59,904人で算出）

①資産総額は、８２３億円（市民１人当り１３７万円）

②負債総額は、３８０億円（市民１人当り６３万円）

③正味財産総額は、４４３億円（市民１人当り７４万円）

    収入の部  ２０２億円    収入の部  ３３．７万円

  当期純剰余金 △１２億円  当期純剰余金△２．０万円

【連　　結】

塩　竈　市 市民１人当り
で見ると

市民１人当り

    費用の部  ２１４億円    費用の部  ３５．７万円

    収入の部  １６７億円    収入の部  ２７．９万円

  当期純剰余金  △６億円  当期純剰余金△１．０万円

コスト計算書からわかること

　平成１７年度の行政コスト計算書を、普通会計と連結で比較しました。

【普通会計】

塩　竈　市 市民１人当り
で見ると

市民１人当り

    費用の部  １７３億円    費用の部  ２８．９万円

　有形固定資産は約７３９億円で資産の８９．７％を占めています。大きなものでは、水道事業
で約１０３億円が普通会計の貸借対照表に加わっていることになります。

　固定負債の｢地方債｣と流動負債の｢翌年度償還予定額｣をあわせた地方債総額は約３０７億円
で、負債の８１．０％を占めています。

　一般財源･剰余金等は２９７億円で正味資産の６７．０％を占めていますが、病院の累積赤字
もあり普通会計と比較しても大きく増えていない状況にあります。

【連　　結】

塩　竈　市 市民１人当り
で見ると

市民１人当り

資産
８２３億円

負債
３８０億円 資産

１３７万円

負債
６３万円

正味資産
４４３億円

正味資産
７４万円

貸借対照表からわかること

　平成１７年度の貸借対照表を、普通会計と連結で比較しました。

塩　竈　市 市民１人当り
で見ると

【普通会計】

資産
６６２億円

負債
２３９億円

市民１人当り

資産
１１１万円

負債
４０万円

正味資産
４２３億円

正味資産
７１万円



①費用の部

②収入の部

③当期純剰余金

④当期末一般財源等

　普通会計に比べ、１．２４倍となっています。主な内容は、企業会計との経費の相殺消去によ
り補助費等が約２．２億円減少しましたが、人件費で約２０億円、物件費で約１４億円増加して
います。

　普通会計に比べ、１．２１倍となっています。主な内容は、病院等事業収益で約１８億円、水
道事業使用料収入で約１８億円増加しています。

　連結行政コスト計算書では、約１２億円の純損失となっています。これは、水道事業会計及び
土地開発公社においては純利益を確保したものの、普通会計及び病院事業会計において純損失が
生じたことによるものです。

　普通会計に比べ、５０億円減少し２２７億円となっています。これは、病院事業会計における
当該年度未処理欠損金５３億円が主な要因です。


